
 
 

地域子ども・子育て活動支援助成事業 実施報告書（別紙２） 

 

 

団体名 社会福祉法人川崎愛児園 

 

 

取組の名称 こども広場あいあい 

実施場所 川崎愛児園 地域交流スペース 

対象地域 宮前区馬絹・小台地域および周辺の小学校区 

対象地域の 

特色・課題 

川崎市内最多の児童が通う宮崎小学校を擁し、子育て家庭

が非常に多く今後も増加が見込まれる地域である。その中

には親の精神疾患、生活保護、ひとり親など養育が困難な

状況の家庭も潜在的に存在している。新しい集合住宅も多

く、地域とのかかわりが薄く子育ての悩みを抱え込んで孤

立してしまう親も多いと思われる。共働き家庭を中心とし

て学童保育の利用も多いが、小学校併設のわくわくプラザ

の利用は高学年になると行かなくなりこどもたちだけで遊

ぶことが増える。 
上記のような状況から、課題として 
・気軽に相談ができるような地域コミュニティの関係構築 
・こどもたちが地域の中で日中困ったときに相談できる大

人の存在の確保 
があげられる。 

取組の趣旨・目的 

・法人の地域交流スペースを使用し、学習支援や余暇活動、

食事や会話などを通じて、地域の中で子育てに困難を抱え

ている家庭、協力を得られない孤立した家庭、そしてこど

もたちが、地域の人々とのつながりを持ち安心してすごせ

る場所を提供する。 
・多世代のボランティアが関わりながら、こどもたちの学

びや体験機会の獲得に寄与する。 



実施内容・実施 

スケジュール 

○対象児童 宮崎小学校ほか近隣地域の小学校に通う小 1～
小 6 の児童 
○実施日時 毎週木曜日 15:30～20:00 
○実施内容  
【1 日の流れ】 
15:00～ 会場準備 
15:30～ 順次下校後の児童入室 
・学習 

スタッフ付き添いのもと宿題等を可能な限りマンツーマン

体制で行う。 
・余暇活動 
① 室内 （卓球、体操、ダンス、風船遊び、カードゲーム、

ボードゲーム、ピアノ、レゴ、工作、ごっこ遊びなど） 
② 外出 （公園で長縄跳び・ドッチボール・かくれんぼ・鬼

ごっこなどの外遊び） 
・備品の買い物や調理補助などの簡単なお手伝い体験 
※ひとり帰り児童の利用は 18 時まで 
18:00～ 夕食 ※こどもは無料。希望する保護者も 300 円で

食べることができ、利用が増えてきた（固定 3 家庭、日によ

って＋１～２家庭） 
食後、引き続き余暇活動。順次保護者と帰宅。 
～20:00 会場片付け・閉室  
 
※上記の他、保護者も含めた交流の場として土日祝日にイベ

ントを計 2回実施（ボッチャ体験、スーパー竹とんぼ作り） 

参加者の年代 
6 歳～12 歳 
（小学生） 

定員 

（１回あたり） 
10 名 

実施頻度 

週 1 回 
（毎週木曜） 
他、土日祝日に

年 2回 

活動日数 

（年間） 
50 日 

スタッフ体制 

常勤職員 1 名 （日によって補助職員 1 名） 
有償ボランティア 7 名 
（生活学習スタッフ 4 名 ／ 調理スタッフ 3 名） 
※地域ボランティア 登録 18 名（令和 7 年 3 月現在）  
月ごとのシフト制 



連携する団体・ 

連携の手法 

○宮崎小学校、他周辺の小学校（児童の情報共有・保護者

への広報） 
○こどものいえもも保育園（広報） 
○宮前区社会福祉協議会（広報） 
○民生委員児童委員（情報共有・保護者への広報・児童の

帰宅時の付き添い） 

取組実施により 

見込まれた効果 

【こども】 
・小 1 から小 6 まで、学年の壁を越えた関わりのなかで、

お互いを思いやる心が芽生え、大人の助言を受けながらよ

い距離感でのコミュニケーションスキルを獲得できた。 
・子どもたちが複数の学区から参加しており、普段とは異

なるコミュニティのなかで遊びや話題に幅が出て互いに刺

激になっていた。 
・特に低学年の子どもにとっては、たくさんの大人に囲ま

れ声を掛けてもらい、安心して甘えることができる時間・

空間となった。 
・誕生日にはリクエストメニューの食事と共に皆からお祝

いしてもらい、大切にされている喜びを感じられた。 
・イベントでは専門家の指導を受けながら初めてのことに

挑戦し楽しく体験することができた。 
【保護者】 
・広場で一緒に食事をとることで、家事負担が軽減できた。 
・地域のボランティアと子育てについて話すなどして一息

つける場となった。 
・お迎え時・食事時・食後の余暇等において、他の家庭の

お子さんとも話をしたり一緒に遊んだりして、自分の子ど

もが一緒に過ごしている子どもたちとも顔見知りになり安

心につながった。 
【地域】 
・ボランティアの年齢層が 10 代から 70 代までと幅広く、

多世代で交流しながら力を合わせて運営できた。 
・新たに 3 名のボランティアが加入。地域の子どもたちの

ために役に立ちたいという気持ちを社会参加につなげるこ

とができた。 
・ボランティアが持つ人脈からイベント講師を招き、子ど

もたちの体験活動につなげることができた。 


